






予防はもとよりのこと重要であるが、幼児から思春期までを通して両親との心の行き来に

満たされ言葉において障害がなく、身心とも健全であること。仮に身心に障害を持った子

供がいてもこれを受け容れる心の広さを持ち、また自分が障害を持ったとしてもこれを克

服して生きていく意志を持っているというトータル意味で健全であること。ここで子供が

健全に育つためにも,母の個体が身心とも至福であるためにも,母体は父体と一体の健全な

家庭を営んでいることが望ましく、子供を育む物において父親の協力が絶えず仕向けられ

ることが理想である。 


